
（公社）日本山岳会宮城支部

八尾寛

宮城県と山形県にまたがる蔵王連峰は、里の暮らしと深くかかわるとともに、人々の信仰の

対象になってきました。近世には、修験道の道場が開かれ、宮城県側や山形県側に多くの寺

坊が栄えました。「蔵王」という山名は、修験道本尊の蔵王権現に由来しています。江戸時代

以降になると、「西の湯殿山、東の蔵王山」と称され、庶民のお山参りが盛んにおこなわれる

ようになりました。山形側には、宝沢口、半郷口、中川口などからの登拝路が、宮城側には、

遠刈田口からの登拝路が開かれ、大勢の人々が行き交いました。しかし、お山参りがすたれ、

エコーラインなどの自動車道が開通するに及び、これらの古道は、忘れ去られていきました。

この度、宮城・山形支部の善男善女が蔵王に集い、その遺産を偲ぶとともに、交流を深め、

未来へつなぐよすがといたしたく存じます。奮ってご参加ください。

＝＝＝ 記 ＝＝＝

会場： ペンション・レインボーヒルズ https://rhills.sakura.ne.jp/ ☎ 0224-34-2901
〒989-0916 宮城県刈田郡蔵王町遠刈田温泉字七日原 177

山行： 遠刈田口から蔵王古道をたどり刈田嶺神社奥宮へのガイドウオーク

解説：渡邊典男（宮城支部）

日程

9月 13日（土） 15:00
15:30
16:00～17:00

17:00～

受付開始

開会式

講演「蔵王古道の歴史と現在（仮題）」

渡邊典男（宮城支部）

交流・懇親会

9月 14日（日） 7:30～
8:30ごろ

9:00
9:10

14:00
14:30

朝食

ペンション出発

澄川スノーパーク駐車場に集合

登山開始（昼食・行動食は各自ご用意ください）

澄川スノーパーク ・・・賽ノ磧(9:50)・・・駒草平

(11:00) ・・・大黒天(11:40)・・・刈田嶺神社奥

宮(13:00)・・・蔵王山頂レストハウス(13:30)
タクシー出発（分乗）

澄川スノーパークで解散

日帰り登山装備一式

※行動食と9/14の昼食を各自持参してください。澄川スノーパーク集合前に遠刈田温泉街の

コンビニに立ち寄る時間を見込んでいます。

参加費： 13,000～14,000円（1泊 2食宿泊費、会場費、タクシー代等を含みます）



申込み： 6月 30日（月）までに各支部でお取りまとめください。ガイドウオーク（9/14）につい

ては定員 18名といたしますので、お早めにお申し込みください。

申込み方法： 以下 3通りのいずれかで八尾までご連絡ください。

1 電話： 090-9744-9712

2 E メール： murohioya@gmail.com

3 フォーム： PCまたはスマホから URLまたは QR コードを読み取ってください。

https://forms.gle/qSsRm3LobnT5FZG37

登山コース

mailto:murohioya@gmail.com
https://forms.gle/qSsRm3LobnT5FZG37

